




考 察

底泥表面におけるＮＰ関連物質の溶出速度は，直上水

の流動（循環）の有無，酸素濃度により，大きく影響す

ることが知られている。今回の実験では，実験中に各実

験区ともアクリル管の内壁に多数の気泡が発生している

のが確認されており，酸素濃度が一定であったことや，

ＮＯ2濃度が減少していたことから，発生した気泡中の

酸素が流動ポンプにより底泥表層まで供給されていたこ

とが伺えた。したがって，ＮＰ物質の溶出速度には，底

泥表面における酸素濃度が大きく影響していると考えら

れた。
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